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表５ 卒業経過年数による就労・生活・余暇の困難の有無
表６ 卒業経過年数による就労困難時の相談相手
表７ 卒業経過年数による生活困難時の相談相手
表８ 卒業経過年数による余暇の困難時の相談相手
表９ 卒業経過年数による就労・生活・余暇の充実
表10 卒業経過年数による進路決定優先事
そして，余暇の過ごし方について相談する相手
について，卒業後10年以上のグループでは「家
族」と回答したのが16名中10名（62.4％），次い
で「職場の人」が2名（12.5％）であった。卒
業後6～10年のグループでは「家族」が9名中8
名（88.9％）であった。卒業後4～5年のグルー
プでは「家族」が6名中5名（83.3％）であっ
た。卒業後1～3年のグループでは「家族」が11
名中10名（91.0％）次いで「関係機関」が1名
（9.0％）であった。
就労に関することについては，経過年数グルー
プに関係なく，家族だけではなく職場の人に相談
する割合が高かった。
生活や余暇に関しては，年齢グループに関係な
く家族に相談している割合が総じて高かった。
（3）卒業経過年数比較による就労・生活・余暇の
充実について
ここでは，「十分充実している」と「まあまあ
充実している」をあわせて「充実している」とし，
「あまり充実していない」と「まったく充実して
いない」を合わせて「充実していない」としてそ
れぞれの人数と割合を求めた。就労・生活・余暇
の充実について卒業経過年数グループごとの人数
と割合を表9に示す。
まず，就労に関しては，卒業後10年以上のグ
ループでは30名中29名（96.7％）が充実している
と回答した。卒業後6～10年のグループでは20
名中20名（100.0％），卒業後4～5年のグループ
では10名中10名（100.0％），卒業後1～3年のグ
ループでは16名中16名（100.0％）であった。
生活に関して，卒業後10年以上のグループで
は30名中25名（83.3％）が充実していると回答
し，5名（16.7％）は充実していないであった。
卒業後6～10年のグループでは20名中19名
（95.0％）が充実している，1名（5.0％）が充実
していないであった。卒業後4～5年のグループ
では10名中10名（100.0％），充実している，卒
業後 1～3年のグループでは16名中15名
（93.7％）が充実している，1名（6.3％）が充実
していないであった。
余暇に関して，卒業後10年以上のグループで
は30名中20名（66.7％）が充実していると回答
し，10名（33.3％）は充実していないと回答し
た。卒業後6～10年のグループでは20名中17名
（85.0％）が充実している，3名（15.0％）が充
実していないであった。卒業後4～5年でのグルー
プでは10名中8名（80.0％）が充実している，2
名（20.0％）が充実していないであり，卒業後
1～3年のグループでは，16名中10名（62.5％）
が充実している，6名（37.5％）は充実していな
いであった。
どのグループにおいても，労働状況に対して「充
実している」回答が，総じて高く，かつ，生活や
余暇に比較して高かった。
（4）卒業経過年数比較による進路決定において最
優先したことについて
進路決定時に最優先したことについて卒業経過
年数グループごとの人数と割合を表10に示す。
進路決定において最優先したことについて，卒
業後10年以上のグループでは「本人の希望」が
30名中9名（30.0％），次いで「教師のアドバイ
ス」11名（36.7％），「保護者の希望」4名（13.3
％）であった。卒業後 6～10年のグループでは
「本人の希望」が20名中12名（60.0％），次いで
「保護者の希望」4名（20.0％），「教師のアドバ
イス」3名（15.0％）であった。
卒業後4～5年のグループでは「本人の希望」
が10名中7名（70.0％），次いで「保護者の希望」
1名（10.0％），「教師のアドバイス」1名（10.0％），
「進路先のアドバイス」1名（10.0％）であった。
卒業後1～3年のグループでは「本人の希望」
が16名中12名（75.0％），次いで「保護者の希望」
2名（12.5％）であった。
卒業後10年以上のグループと比較して卒業後
の年数が少なくなるに伴い，進路決定において
「本人の希望」を優先する割合が徐々に高くなる
傾向がうかがえた。
Ⅳ．考察
1．卒業生の就労・生活・余暇の現状と保護者の
思いについて
今回の調査から，回答者の半数程度が就労で困難
を感じたことがあると回答しており，その内容とし
て人間関係・コミュニケーションや仕事の指示・対
処能力が多くあげられた。また，卒業後の経過年数
が長くなるに伴い賃金の低さへの不安な思いがあげ
られた。一方で，卒業後に勤務先を変更する転職や
特別支援学校卒業後における知的障害者の就労・生活・余暇に関する現状と課題
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離職の割合は低く，また就労に関する充実度は高い
傾向がうかがえた。困難な際には職場の人を相談相
手としている現状がその要因であると推察される。
独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構障
害者職業総合センター（2015）によると，発達障
害者や知的障害者の職業生活への満足度の要因とし
て「職場の人たちの理解」や「仕事のやりがい」
「否定的な対応が少ない」等があげられている。今
回の調査結果や就労に対して現状維持を望み，「職
場の理解に感謝している」などの保護者の自由記述
内容からも，職場の人が相談相手となることで，卒
業生本人や保護者にとり安心な就労継続となってい
ると考えられる。
生活に関して，現在は9割以上が家族と一緒に生
活をしており，充実度は8割以上と高かった。一方
で，親亡き後の生活への不安は多くあげられた。こ
れは卒業後の経過年数のどのグループにも共通して
おり，特に生活上の福祉的手続きや書類のことにつ
いての困難がある現状や，卒業後10年以上のグルー
プではグループホームやケアホームへの入所に関し
て具体的な不安の記述があることから，保護者の高
齢化に伴い，親亡き後の生活を考える必要があると
考えられる。
余暇に関しては，「充実していない」とする回答
が，就労や生活に比較して高い傾向が全てのグルー
プにおいてみられた。休日にはテレビやゲーム・パ
ソコン，家族と一緒に過ごすことが多い現状も示さ
れた。保護者は，余暇のレパートリーを増やすこと
や家族以外と一緒に過ごす余暇の充実を願っており，
卒業後10年以上のグループでは余暇を一緒に過ご
す支援者を，比較的卒業後の年数が少ないグループ
では一緒に過ごす友達を求めている傾向がうかがえ
た。
これらの現状を受けて，就労・生活・余暇に関し
て卒業後の年数や状況に応じて，就労・生活・余暇
に関する相談できる人や場所を増やしていくこと，
相談できる関係を構築していくことが求められてい
ると考えられる。そのために，学校在学中から生徒
本人に加えて保護者にも情報を提供し，グループホー
ムを見学することや，余暇活動の選択肢を増やすな
ど経験を通した教育活動の充実も求められていると
考える。加えて，卒業生やその保護者に対しても情
報提供の機会や場の保障と提供について考える必要
がある。
2．学校教育に望まれること
卒業後の年数が少なくなるに伴い，進路決定にお
いて「本人の希望」を優先する割合は，卒業後10
年以上のグループでは30.0％に比べて，卒業後
1～3年のグループでは75.0％と高くなる傾向がう
かがえた。その要因の一つには，障害者の日常生活
及び社会生活を総合的に支援するための法律（以下
「障害者総合支援法」という。）による福祉制度の変
更や進路先の選択肢の増加などの社会情勢の変化が
考えられる。
また，筆者らの勤務するT特別支援学校では，
福祉制度や法令の変更に合わせて教育課程を見直し，
個別の教育支援計画の目標に「労働」「生活」「余暇」
の3つの柱を位置づけ（和田，栗林，池田2015），
10年前からは自己選択自己決定を大切にする進路
学習や，自己理解を大切にする就業体験の振り返り
学習のように就労に関わる学習内容を意図的に追加
しながら取り組んできている。
このことの関係性については慎重な分析や判断が
必要である。しかしながら，このような学習内容の
追加等が卒業生や保護者に少なからず影響を与えて
いるとも考えられる。
障害者総合支援法，第1条の2（基本理念）にお
いては，障害者本人が「どこで誰と生活するかにつ
いての選択の機会が確保」される旨を規定し，指定
相談支援事業者及び指定障害福祉サービス事業者等
に対し，障害者等の意思決定の支援に配慮するよう
努める旨を規定する（第42条，第51条の22）など，
「意思決定支援」を重要な取組として位置づけてい
る。
卒業後の就労に限らず，生活や余暇に関して自分
で選び，自分の思いを伝え，また困った時には相談
をする力を育むことが望まれていると考える。
今回の調査においては，対象者の卒業時の幅が35
年と大きいにもかかわらず，まとめて集計を行った。
35年の間には，社会制度や教育の変化が大きかっ
たことを考慮し，慎重な分析が求められる点で課題
が残る。
今後はこれまでの福祉制度や学校における教育課
程の変遷について合わせて分析を行い，知的障害者
の卒業後の豊かな就労・生活・余暇のために学校教
育に望まれることやできることについて，具体的に
教育課程や指導計画を検討していくことが望まれる。
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